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　法律に基づく手続をしていない農地の貸借は公に効果が無く、権利や義務が主張できないことがあります。トラブ
ルを避けるため、農地の貸借は下記の法律に基づき、必ず農業委員会を通して行いましょう。農地の貸借を行いたい
人は、まずは農業委員会へご相談下さい。

  「大地のめぐみ」
平戸市農業委員会からの農家の皆さんへのお知らせ

問い合わせ先　平戸市農業委員会総務農地班　☎22－9172

　少子高齢化に強い、積立方式の確定拠出型の年金で、農業に
従事する人で下記の要件に該当する場合は加入することができ
ます。
①国民年金第1号被保険者②年間60日以上農業に従事③20歳  
　以上60歳未満の人
◎税制優遇措置があります。保険料は全額、社会保険料控除の
　対象となり、所得税や住民税の節税につながります。
◎終身年金で80歳まで年金は保証。また加入者や受給者が80
　歳前に亡くなられた場合は「死亡一時金」の制度があります。
◎一定の条件を満たすと保険料の国庫補助が受けられます。

全国農業新聞購読者募集
　地域農業者の代表機関である農業委
員会のネットワークが、発行する週刊
（月４回金曜日発行）の
農業総合専門誌です。
　購読希望の人は、
農業委員会事務局ま
たは、地区農業委員
へご相談ください。

　月額７００円

農地の貸借の相談は農業委員会へ

　６月から１０月にかけて、市内の農地の状況を確認する「利用状況調査」を実施しました。今年度も農地の概況を
把握することができました。 ご協力いただいた市民の皆さん、ありがとうございました。
　調査の結果を受けて、市内にある一部の休耕農地を対象として「農地利用意向調査」を行う予定です。この調査は、
休耕農地のこれからの耕作に関しての意向を農地所有者へ確認するものです。11月末ごろ、農地所有者へ調査票を
発送する予定ですので、調査票が届いた場合はご協力をお願いします。

農地に関する意向調査を実施します

農業者年金があなたの老後をサポート

根拠法令など

農地法第３条

農業経営基盤強化促進法

農地中間管理制度

制度の特徴

貸借の許可をうけるもので、解約時にも許可が必要です。

法の制度により貸借を行うことを「利用権の設定」といい
利用権の期間満了後は自動的に契約が解除されます。

農地を貸借する際に、一度、長崎県農業振興公社へ預け
公社を通して利用権の設定を行う方法。貸主は確実な賃
料の収入が期待でき、借主は周辺農地に規模拡大したい
場合などに公社を通して農地の貸借を行うことができま
す。(担当：農林課)


